	別紙様式第３


業 績 目 録
  
令和　　年　　月　　日
  
氏名：　　　　　　　　

１　著書等

(1)　著　書
1	


2	



(2)　翻訳書
1	


2	








 

２　学術論文

（欧文論文には，論文ごとに末尾に引用回数とインパクトファクター［Clarivate社 Journal Citation Report (JCR) 最新版］を付記してください） 

(1)　原　著
1	


2	



(2)　総　説
1	


2	



(3)　症例報告
1	


2	



(4)　その他
1	


2	









３　口頭発表・その他

(1)　特別講演等
1	


2	



(2)　シンポジウム等
1	


2	



(3)　一般講演
1	


2	



(4)　その他
1	


2	















＜記 載 例＞
                                                
業 績 目 録
  
令和 〇年  ○月  ○日 
  
氏名：医   大 　一   郎

１　著書等

(1)　著　書

   ※　「欧文・単著の場合」  
1	Idai I: 
Molecular and cellular mechanism of the copper metabolism. Academic Press, New York,2008

 　※　「邦文・単著の場合」  
2	医大一郎: 
○○○内分泌学. ○○書店, 埼玉, 2004

   ※  「分担執筆の場合」
3	医大一郎，所沢二郎，埼玉三郎: 
○○の臨床病理
○○の臨床（並木太郎編）, ○○○出版, 東京, 1997
担当部分：○○○○○について（150－165）


(2)　翻訳書

1　・・・記入例は上記に同じ。























業 績 目 録
  
令和元年  ○月  ○日
  
氏名：医   大 　一   郎

２　学術論文

   ※　主要論文１０編程度については抜粋し、その概要を邦文・欧文を問わず、邦文２００文字以内で記入　　　して下さい。


(1)　原　著

   ※  「欧文の場合」
1	Idai I，Saitama S，Yamaguchi H: 
Long-term results of esophagectomy for early esophageal carcinoma.
Hepatogastroenterology 35, 156-162,2010（引用回数〇〇回，IF=〇〇.〇）
概要：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

   ※  「邦文の場合」
2	医大一郎，山口花子，埼玉三郎: 
多発性大腸癌の臨床病理学的研究. ○○学会雑誌 30 (5): 75-81, 2009
概要：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


(2)　総　説

   ※  「欧文の場合」
1	Bouei T，Yamaguchi H，Idai I: 
Orthostatic Hypotension. Am J Med 135 (1): 24-31, 2022（引用回数〇〇回，IF=〇〇.〇）

   ※  「邦文の場合」
2	所沢二郎: 
症例報告の効果的な書き方．臨床○○学 63 (5): 305-313，2023


(3)　症例報告

   ※  「欧文の場合」
1	Bouei T，Idai I，Saitama S: 
Infantile hemangioendothelioma of the liver: a case report. Journal of Pediatric Surgery 41, 1486-1488, 2006（引用回数〇〇回，IF=〇〇.〇）

   ※  「邦文の場合」
2	山口花子，医大一郎，埼玉三郎: 
〇〇神経麻痺を呈した蝶形骨洞嚢胞の１例．○○臨床 64: 94-100, 2018


(4)　その他

1　・・・記入例は上記に同じ。

業 績 目 録
  
令和元年  ○月  ○日
  
氏名：医   大 　一   郎

３　口頭発表・その他

(1)　特別講演等

1	Idai I，Saitama S:
   New growth factor in liver. FASEB Summer Research Conference on Hepatic Regeneration and Carcinogenesis, Fukuoka, 2021

2	・・・以下、同様に記入


(2)　シンポジウム等

1	医大一郎： 
造血ホルモンの特異性と多機能性．第11回日本○○学会総会, 東京, 2005 

2	・・・以下、同様に記入
        

(3)　一般講演
　
1	・・・記入例は上記に同じ。


(4)　その他

1	・・・記入例は上記に同じ。


業績目録の作成要領

１	業績目録は、① 著書（著書、翻訳書）、② 学術論文（原著、総説、症例報告、その他）、③ 口頭発表・その他（特別講演等、シンポジウム等、一般講演、その他）の区分に従って記入例を参考に作成して下さい。

２	区分毎に連番（1, 2, ・・・）を付して、現在→過去の順に記入して下さい。学位論文は、その番号に○印を付して下さい。

３	書誌情報の記載は本様式の記載例を原則としますが、Vancouverスタイルでも差し支えありません（著者名は省略しないでください）。

４　著者名は、著書、論文等に記載されている順番に全著者を記入し、本人の氏名には下　線を引いて下さい。分担執筆の著書においては、書名と編者名、本人担当部分の標題及びページ番号を記入して下さい。

５　発行又は発表の年は西暦年号を用いて下さい。

６　主要論文10編程度については抜粋し、その概要を邦文・欧文論文を問わず、200文字以内の日本語で記入して下さい。

